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暑中お見舞申上げます

　埼玉県・杉戸町、今年２月２６日にオープンしたカルスタすぎと
はＰＦＩ事業・ＢＴＯ方式により運営される図書館・ホールが一体
となった施設です。
　ホールは３００席規模の可変転換型小ホールで、平土間形式から
大型旋回扉を活用した可動プロセニアムによる劇場形式までを実現
可能としました。開館後は高可動率で地域に貢献しています。
　設計：佐藤総合計画 　　写真－Ａ．Ｔ．Ｎｅｔｗｏｒｋ

　８月、千葉県柏市にオープンした「たんぽぽセンター」は社会福祉施設で、文化施設
としての劇場・ホールではありません。その施設内に活動・発表のための環境として小
ホールが整備され、温かみのある優しい空間とともにこれから訪れる方々の夢づくりの
場としてとても期待する施設です。
　客席は可動席、舞台は組立式床とすることで利用の可能性を広げ、暖かい職員の皆さ
んとともに夢づくりが始まります。
　設計：安田総合計画   写真－Ａ．Ｔ．Ｎｅｔｗｏｒｋ

　カッタースポットライトに装着して、多種多様なパターンを写し出す種板、通称“ネタ”に施設のシンボル・ロゴ
を作成し、そのネタをさまざまな活用方法にて表現している事例の紹介です。
　側面音響反射板に投影しているキラリ☆ふじみと、客席天井面に投影している和泉シティプラザです。

写真－Ａ．Ｔ．Ｎｅｔｗｏｒｋ

編集後記 　夏季休暇のご案内・他
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たんぽぽセンター・温かい施設です

　昨年夏に続いて今年夏も、小田原市「城下町ホール」の市民説明会の進行役をお手伝いしました。昨年は基本構想
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オリジナル“ネタ”の活用

杉戸町生涯学習センター・カルスタすぎと開館

城下町ホール市民説明会から学んだこと

Ａ．Ｔ．Ｎｅｔｗｏｒｋ通信

　今年の夏、Ａ．Ｔ．Ｎｅｔｗｏｒｋは開設して満１４年、渋谷に事務所を構えて1１年にな
り、事務所内もレイアウトを一新しリフレッシュしました。
　遅れていたホームページもやっと立ち上げはじめました、完全な姿をご提供する時
期は秋頃になるかと思いますがもうしばらくお待ちください。
　春先に掲げた2006 reset計画を少しずつ実行しています。微力ながら常に発展的
改革に努めております。どうぞご支援ください。

　れます。ご迷惑をお掛けしますがよろしくお願い致します。今後こそ実施したいものですが、自信がありません・・！近江

　８月は１４日～１８日の間休暇とさせて戴きます。

　夏以降も会議・出張等にて事務所を留守にする場合が考えらジ開設などを進めて参りました。昨年実施した筈の所内禁煙は

でしたが今年は基本設計の説明会でした。当然のことですが、参加される市民の皆様は賛成推進志向の方だけだは無

え易いように導くことに徹底することです。今までは自分の価値観を重ねていたため余計に苦痛を感じたようです。

　事務所のリセット計画として、レイアウト変更やホームペー

く、決して楽な進行ができたとは言い難い状況でした。今回学んだ収穫は、進行役は質問者が話し易く、応答者が応


